
イメージキャラクター
「たかＰ」

無料アプリ「マチイロ」で広報たかしまが読めます！
「広報たかしま」はスマートフォンアプリ「マチイロ」でも配信しています。

スマートフォン等から当アプリをダウンロードしてお使いください。

こちらの名前でそれぞれ検索してご登録をお願いします。
・Facebook「あっと高島」　・Instagram「takashima city # たか P 写真館」

※アプリのダウンロードは無料ですが、
通信費は利用者のご負担になります。

　サトパスとは、プロの里のガイドを育成し、ガイド自身が独自の旅をつく
る高島市発の旅の形。10 月８日（日）に秋の高島の美しい自然を被写体と
した風景写真のレッスンを兼ねたツアーが催行されました。

タカシマサトパスツアー

マチイロ 検 索

高島市公式
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平成 28 年度の
決算をお知らせします  ………………

・高島の教育～つながり響き合う教育へ～　……
・今年の健診はもう受けましたか？　……………
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カメラ片手に高島の秋を撮りつくそう！カメラ片手に高島の秋を撮りつくそう！
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普通会計　歳出

295億
4,848 万円

普通会計　歳入

304 億
4,545万円

平成 28年度の

決算をお知らせします
　平成 28 年度の普通会計の決算規模は、歳入が 304 億 4,545 万円で、前年度と比べて 14 億 2,995
万円（4.9％）の増、歳出が 295 億 4,848 万円で、前年度と比べて 18 億 9,940 万円（6.9％）の増
となりました。今後は、国から配分される地方交付税の合併算定優遇期間が終了し、段階的な削減が見
込まれることから、限られた財源の中での効果的な予算編成に努め、持続可能な高島市のまちづくりに
取り組みます。

市税（18.9%）
57 億 4,642 万円

繰越金・繰入金
・諸収入ほか（12.0%）
 36 億 4,274 万円

地方交付税（36.7%）
111 億 5,987 万円

その他（地方消費税
交付金など）（5.0%）
15 億 6,360 万円

県支出金（6.5%）
19 億 8,442 万円

国庫支出金（10.4%)
31 億 5,901 万円

市債（10.5%）
31 億 8,939 万円

※おことわり…表やグラフの金額は、１万円未満の端数処理をしていないため、合計が一致しない場合があります。

財政課　 （25）8111

　　　  自主財源　93 億 8,916 万円（30.9％）
【市　税】
　市民税は、個人市民税が 0.3％の増加で、法人
市民税が 2.3％減少しました。
　固定資産税は、土地で 0.7％減少しましたが、
家屋で 2.1％増加し、償却資産で 1.8％増加しま
した。市税全体では、0.8％の増加となりました。
【寄付金】
　ふるさと納税制度「びわ湖高島えんむすび」が
大幅増（45.6％）となりました。
【分担金及び負担金】
　平成 27 年度から私立保育所保育料の徴収業務
が市から保育所直接に変わったことなどにより、
1,336 万円減少しました。分担金及び負担金全
体では 36.6％の減となりました。

　　　  依存財源　210 億 5,630 万円（69.1％）
　地方交付税の合併算定替えによる段階的縮減等
で大幅な減少となりましたが、国有提供施設等交
付金が 5,771 万円の増、また合併特例債の活用
により市債が８億 2,522 万円の増となり、依存
財源全体では 3.2％の増となりました。

　　　義務的経費　121億6,310万円（41.2%）
　公債費が 6.5％の減、扶助費が医療扶助等の増加
により 4.7％の増となり、義務的経費全体で 1.7％
の減となりました。

　　　一般行政経費　69 億 6,369 万円（23.6％）
　豪雪による除雪費等で物件費が 5.9％の増、補助
費等は 1.1％の減、一般行政経費全体では 3.2％の
増となりました。

どうして歳入が増えたの？

　前年度からの繰越金や事業実施に
伴う国庫補助金の受入、市債発行の
増加などによるものです。

扶助費（社会保障など）
43 億 3,629 万円（14.7%）

公債費（借金返済など）
33 億 3,122 万円（11.3%）

人件費（職員の給与など）
44 億 9,559 万円（15.2%）

繰出金（特別会計へ支出する経費）
38 億 6,303 万円（13.1%）

投資的経費（施設の整備、改修など）
40 億 8,369 万円（13.7%）

積立金（将来に備えての積み立て）
23 億 9,539 万円（8.1%）

投資・出資・貸付金
7,958 万円（0.3%）

維持補修費（施設の維持補修など）
1 億 3,401 万円（0.5%）

物件費（備品購入費や委託料など）
43 億 9,645 万円（14.9%）

補助費等
（各団体への補助金や負担金など）
24 億 3,324 万円（8.2%）

性質別

●大きく増加したものは？
　衛生費が環境センター施設補修
事業や汚泥処理施設共同整備事業

（MICS）などの増加で 19.9％の
増、教育費が小中学校大規模改修
事業等の増加で 23.8％の増とな
りました。
●大きく減少したものは？
　商工費が観光施設魅力アップ事
業の終了などにより 39.9％の減、
災害復旧事業が事業の終了により
92.6％の減、公債費が平成 27 年
度の繰上償還等により 6.5％の減
となりました。

目的別

普通会計　歳出

295億
4,848万円

議会費
　 １億 7,384 万円（0.6％）
総務費（市政運営など）
　57 億 7,880 万円（19.6％）

衛生費（健康や環境など）
　35 億 5,919 万円（12.0％）
労働費   3,026 万円（0.1％）

民生費（福祉や医療など）
　76 億 4,599 万円（25.9％）

公債費（借金返済）
　33 億 3,122 万円（11.3％）
災害復旧費
　840 万円（0.0％）
教育費
　31 億 9,624 万円（10.8％）
消防費
　９億 791 万円（3.1％）
土木費
　29 億 9,915 万円（10.1％）
商工費
　４億 4,327 万円（1.5％）
農林水産業費
　14 億 7,423 万円（5.0％）

どうして歳出が増えたの？

　小中学校大規模改造事業や本庁舎増築設計
および支所庁舎整備事業を実施したことなど
による普通建設事業費の増が主な要因です。

前
年
比

約
14
億
円
の
増

前
年
比

約
19
億
円
の
増

●目的別構成比
　割合が高いものは、民生費、総務費、衛生費、公債費の順です。

　　   左記以外の経費　104億2,169万円（35.2％）
　投資的経費は普通建設事業が増加したことによ
り 36.6％の増となりました。

歳入

歳出
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　基金は「地域活性化基金」など３基金で 5 億
9,587 万円の取り崩しを行いました。
　一方、今後の円滑な財政運営に備えて「財政調
整基金」に 9 億 4,988 万円を積み立てたほか、「公
共施設整備基金」に 10 億 86 万円、「水と緑の
ふるさとづくり基金」に 3 億 9,995 万円など特
定目的基金に 14 億 4,452 万円の積み立てを行
いました。
　また、定額運用基金では、利息分の積み立てを
行いました。
▼基金の年度別推移▼市債の年度別推移

▼経常収支比率の推移

　平成 28 年度末の市債現在高は、前年度に比べ
8,010 万円増加しました。これは発行期限が平
成 31 年度となっている有利な合併特例債を活用
し、将来世代の負担軽減を図るために普通建設事
業を前倒しで実施したことによります。
　また、市債を発行したものは、臨時財政対策債
のほか一般単独事業債（合併特例債）、辺地対策
事業債、過疎対策事業債、緊急防災・減災事業債
および災害復旧事業債で、いずれも国からの財源
補てん割合が高い有利な借入金です。

　経常一般財源は国有提供施設等交付金や財産収
入等が大幅に増加する一方で、地方交付税の減少
が大きく 5 億 9,535 万円の減となったことによ
り、前年度より 1.5 ポイント悪化しました。

基金（貯金）
バス運行などに約３億円取り崩し

市債（借金）
合併特例債の有効活用で 0.8 億円増

経常収支比率
経常経費が増加し、前年度より 1.5 悪化
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　市の財政状況が良好であるかどうかを示すもの
の一つに財政健全化判断比率があります。

財政健全化判断比率
各指標が県内市町の平均より高い値

※本市は、実質収支および連結実質収支が黒字のため、①
と②の比率は算定されません。

健全化判断比率の状況
平成
27
年度

平成
28
年度

早期健全
化基準

財政再生
基準

県内市町
平均

（Ｈ 27）
①実質赤字
　比率 － － 12.59 20.0 －

②連結実質
　赤字比率 － － 17.59 30.0 －

③実質公債
　費比率 11.3 10.9 25.0 35.0 7.9

④将来負担
　比率 71.9 54.5 350.0 － 14.5

（単位％）

●経常収支比率…
　人件費や扶助費、公債費など毎年必ず発生する義
務的経費が、経常的に収入される一般財源額に占め
る割合。この比率が低いほど財政的に余裕があると
言える。一般的に市町では 75％以下が望ましいと
される。

●実質公債費比率…
　借入金（地方債）の返済額を指標化し、資金繰りの
深刻度を示すもの。
●将来負担比率…
　将来支払っていく可能性のある負債（借金等）の残
高を指標化し、将来の財政圧迫の度合いを示すもの。

レッド
カード

イエロー
カード

平成 28年度に実施した主な事業
【５つの高島未来政策から】 【電源・防衛事業から】

１　医療・福祉・介護
・福祉医療事業
　障がい者や高齢者、中学生までの子どもの医療費を助成 ３億 6,220 万円

・地域介護・福祉空間整備事業
　地域密着型サービス事業所整備等に助成 5,022 万円

２　産業・観光振興
・たかしま野菜生産拡大事業
　野菜等園芸作物生産促進のため農家等を支援 1,177 万円

・畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業
　畜産環境に必要な施設整備等を支援 7,054 万円

３　防災・環境
・支所庁舎整備事業
　支所庁舎の耐震改修工事と新築工事など １億 3,027 万円

・汚泥処理施設共同整備事業
　高島浄化センターに汚泥処理施設を整備 ３億 3,567 万円

４　教育・文化・スポーツ、子育て支援・女性
・放課後児童健全育成事業
　学童保育所運営支援 １億 620 万円

・保育園・幼稚園運営事業
　子育て支援を拡充 11 億 1,257 万円

５　一体感のあるまちづくり
・総合計画策定事業
　高島市第２次総合計画の策定 128 万円

・地域おこし協力隊設置事業
　地域おこし協力隊を引き続き設置 599 万円

　電源立地地域対策交付金事業
　発電用施設周辺地域であることから、文部科学省と経
済産業省から交付金を受け、次の事業を実施しました。
・小中学校英語活動指導員の設置 3,116 万円
・市道の改良（側溝整備）工事 1,421 万円
・防犯灯の維持管理 268 万円
・地域振興イベントの開催 200 万円
・広域避難所の整備・防災用備蓄物資の整備 440 万円
　交付金合計 5,445 万円

　防衛施設周辺整備事業
　饗庭野演習場が所在することから、防衛省から
補助金・交付金を受け、次の事業を実施しました。
・市道の改良 4,311 万円
・公立保育園の運営 7,336 万円
・子ども医療費の助成 3,700 万円
・体育館の改修 6,758 万円
・高規格救急自動車の更新 1,583 万円
・河川などの改修 2,820 万円
・水道施設の改良 4,690 万円
・農業用施設の整備 2,936 万円
・除雪機械の整備 1,000 万円
　補助金・交付金合計 ３億5,134万円

うち臨時財政対策債

※１万円未満を四捨五入しています。

　
９
月
補
正
予
算
が
、
９
月
議

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
補
正
予
算
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
９
月
補
正
予
算

　
　
　
　
　
の
概
要

○歳入歳出補正予算

○主な事業

区　　分 補正前の額 補正額 補正後の額
一般会計 ２８３億５，９００万円 ７億４，８５０万円 ２９１億０，７５０万円
特別会計 １３２億９，３２０万円 ２１２万円 １３２億９，５３２万円
事業会計 １２５億６，８５６万円 ２，１０２万円 １２５億８，９５８万円
予算総額 ５４２億２，０７６万円 ７億７，１６４万円 ５４９億９，２４０万円

事 業 名 補 正 額 事 業 内 容
ＬＥＤ照明導入調査事業 １，３７５万円 市が管理する街路灯をＬＥＤ照明に更新するための調査を行

います。
環境センター管理運営事業 ７，０８７万円 平成 30 年３月からの燃やせるごみの民間処理委託に伴う施

設整備等を行います。
観光施設魅力アップ事業 ２億８，０００万円 風車村リニューアルに伴う老朽化した既存施設の解体や関係

施設の整備を行います。
橋梁長寿命化事業 １億１，９６４万円 経年劣化した橋梁の補修箇所を追加するため補修工事費を増

額します。
今津総合運動公園拡張事業 ３，２４０万円 防災機能を備えた多目的グラウンドを拡張整備するための設

計を行います。

財
政
課
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つ
な
が
り
響
き
合
う

　今日の社会の急激な変化にともなって、教育への期待と課題が大きくなって
きている現状を真摯に受け止め、高島の教育を「つながり響き合う教育へ」と
高めるため、教育委員会では、これまで培ってきた成果を再構築し、縦をつな
ぐ「小中一貫教育」と横をつなぐ「地域学校協働活動」の充実に重点を置いて、
推進していきます。

　

市
内
全
て
の
小
中
学
校
に
お
い
て
、

平
成
26
年
度
か
ら
小
中
一
貫
教
育
（
義

務
教
育
９
年
間
を
連
続
し
た
期
間
と
し

て
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
て

小
中
一
貫
し
た
学
習
指
導
、
生
徒
指
導

を
行
う
も
の
）
を
実
施
し
、
次
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

学
力
向
上
へ
の
取
り
組
み

　
小
中
学
校
の
学
習
内
容
と
指
導
方
法

に
つ
な
が
り
を
も
た
せ
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
興
味
深
く
、
わ
か
り
や
す

い
授
業
を
つ
く
る
た
め
に
、
中
学
校
の

教
員
が
お
互
い
の
授
業
に
つ
い
て
、
と

も
に
考
え
、
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
入
学
時
に
ス
ム
ー
ズ
に

中
学
校
の
学
習
へ
と
移
行
で
き
る
よ

う
、
中
学
校
の
教
科
担
任
制
を
小
学
校

　
今
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
弱
ま
り
、

地
域
の
教
育
力
が
低
下
し
て
き
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
で

も
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。「
地
域
学
校
協
働

活
動
」
は
、
地
域
と
学
校
が
連
携
・
協

働
し
、地
域
住
民
が
参
画
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
地
域
全
体
で
支

え
、
地
域
を
元
気
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

小
さ
な
支
援
で

地
域
・
子
ど
も
・
学
校
の

関
係
が
変
わ
り
ま
す

　
毎
日
の
登
下
校
時
に
見
守
り
サ
ポ
ー

タ
ー
の
方
と
子
ど
も
た
ち
が
あ
い
さ
つ

を
交
わ
す
こ
と
は
、
地
域
と
子
ど
も
の

つ
な
が
り
を
育
み
ま
す
。「
お
っ
ち
ゃ

ん
、
お
は
よ
う
」
の
子
ど
も
か
ら
の
あ

い
さ
つ
は
、
地
域
の
中
で
自
分
の
存
在

が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、「
元
気
が
な
い

な
」
の
大
人
の
気
づ
き
は
、
地
域
学
校

協
働
活
動
の
中
で
家
庭
や
学
校
に
つ
な

が
り
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も

を
育
む
基
盤
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
学
校
協
働
活
動
か
ら
生
ま
れ
た

地
域
と
学
校
の
持
続
的
な
関
係
は
、
ゆ

豊
か
な
人
間
関
係
を

育
て
る
取
り
組
み

　
小
学
生
が
、
他
校
の
小
中
学
生
と
交

流
す
る
中
で
、
人
と
か
か
わ
る
力
を
育

て
る
た
め
に
、
小
学
校
６
年
生
を
対
象

と
し
た
合
同
学
習
会
や
部
活
動
体
験
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

「
た
く
さ
ん
友
達
を
つ
く
る
」
こ
と
を

目
標
に
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
つ
な
が
り
が
中

学
校
生
活
へ
の
安
心
感
を
高
め
る
こ
と

と
、
希
望
や
目
標
を
抱
く
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
通
し
て
、
中
学
生
に
な
っ
た
際
、
新

し
い
環
境
で
の
学
習
や
生
活
に
う
ま
く

適
応
で
き
る
こ
と
に
成
果
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

中学校区の取り組み

・「夢カード」を活用したキャリア教育（マキノ）
・小学校での「ようこそ先輩」授業（今津）
・小４～中３の合同授業（朽木）
・３小学校による中学校での合同学習会（安曇川）
・「Ｍｙ　Ｃｉｔｙ高島」などのステージ活動（高島）
・５歳児と５年生の交流、小６の中学校体験（湖西）など

　「
自
転
車
に
乗
っ
た
中
学
生
が
、『
こ

ん
に
ち
は
！ 

』
と
声
を
か
け
て
く
れ

た
こ
と
が
う
れ
し
く
て
泣
け
て
き
ま
し

た
」
と
い
う
お
褒
め
の
電
話
。
人
と
人

が
す
れ
違
う
一
瞬
の
な
か
に
も
、
心
が

つ
な
が
り
、響
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
、

高
島
市
の
よ
さ
で
あ
り
強
み
だ
と
思
い

ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
を
つ
な
い
で
、
高
島
の
教
育
を
つ

な
が
り
響
き
合
う
教
育
へ
と
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３回の合同学習

会で、友だちが

たくさんできま

した。

中学校生活に少し不安

がありましたが、中学

校って楽しそうと思う

ようになりました。

小学生と中学生が交流
することで、お互いに
学びを深めているよう
すが見られました。

安曇川中学校での合同学習会

湖西中学校での部活動体験

つ
な
が
り
響
き
合
う

朽木中学校区小中合同授業

地域ボランティアによる
図書支援

中学生による地域イベント参画

高島の教育 ～つながり響き合う教育へ～

各
中
学
校
区
の

特
色
あ
る
取
り
組
み

高
島
学
園
で
地
域
学
校

協
働
活
動
が
ス
タ
ー
ト
！

　

学
校
教
育
課
　
（
３
２
）４
４
７
１

　

社
会
教
育
課
　
（
３
２
）４
４
５
７

地域が連携する学校行事

　登下校時の見守り活動、声かけ ･ あいさつ運動、環境
整備（花壇などの整備）、授業 ･ クラブ ･ 部活動の指導
補助、職業体験などの受け入れや指導、放課後土曜日の
体験活動、自主学習支援　など

学校が連携する地域活動

　福祉施設でのボランティア、地域のイベント
･ 伝統行事への参画　など

に
一
部
導
入
し
、
学
習
を
進
め
て
い
ま

す
。

る
い
つ
な
が
り
か
ら
信
頼
感
へ
と
発
展

し
、
学
校
を
核
と
し
て
地
域
の
大
人
と

子
ど
も
が
学
び
あ
い
、
地
域
を
活
性
化

し
て
い
き
ま
す
。

「
・
・
・
」

おはよう！

お婆ちゃん、
大丈夫？

いつも元気なのに
今日は元気がないな。
どうしたのかな？

大丈夫だよ
ありがとう

おはよう
　　ございます！

　
今
年
度
か
ら
、
学
園
内
の
事
務
所
に

配
置
さ
れ
た
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
、
学
校
と
地
域
の
連
絡
調
整
を
す
る

こ
と
で
、
学
校
・
地
域
行
事
な
ど
で
の

協
働
関
係
を
強
め
て
い
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
で
生
き
る
力
の
育
成
を

地
域
学
校
協
働
活
動
で

　
　
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を

小
中
一
貫
教
育
で
生
き
る
力
の
育
成
を

地
域
学
校
協
働
活
動
で

　
　
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を

小
中
一
貫
教
育
で
生
き
る
力
の
育
成
を

地
域
学
校
協
働
活
動
で

　
　
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を


